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琉球大学の歴史 (3ペー ジより特集ペ ー ジ）
沖縄家政学研究会における作品発表会(1956年6月30日）
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図ったこと
きっかけとなりました。

北島さんが大学院で学んでいるのは、 まさにテー タサ
ィエンスの分野です。 所属する研究室の指導教員である
宮田龍太助教と共同研究者である佐藤尚准教授（沖縄高

葉煙 ·r専・メデイア情報工学科）に指導を受け、 自身の研究をラ
ノ―1卜の練習に応用しました。

宮田先生は北島さんの意欲的なところを評価していま
す。 まだ彼の指導教員ではなかった学部生時代から自主
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困琉球大学の歴史

開学前史
第2次世界大戦によって灰燿に帰した沖縄では、沖縄の復興を教

育の振興に託す人々 、 向学の志に燃える高等学校の生徒、さらには
ハワイの沖縄県人会 、 東京の沖縄人連盟等から大学設立の請願運動
が展開され、全琉的な世論となり、遂に当時の米軍政府が1948年
12月に、 首里城跡に大学を設立することを決定した。大戦後の涅
乱した沖縄での大学開学の道のりは極めて困難であった。

1946年（昭和21年）
沖縄県具志川村に前身ともいえる沖縄文教学校が開設（のちに沖縄外

国語学校が分離独立）。
山城篤男らが大学設立期成会を結成、設立運動を開始。軍政府文教部

長スチュワ ー ト少佐に大学設匿について要請。

1947年（昭和22年）
『沖縄の救済は先づ教育より』のスロ ーガンのもと、ハワイの県系人

が結成する「ハワイ沖縄救済更生会」が大学設立構想を公表。
スチュワー ト少佐からジュニア ・ カレッジ (2年制）設立構想が山城

篤男に伝えられる。
高校生、文教学校、 外国語学校在学生らによる設図促進運動、募金運

動が始まる。

1948年（昭和23年）
12月、連合軍最高司令部の琉球局長ジョン• H ・ ウェッカリング准

将が米国琉球軍政本部ア ーサー • E ・ ミー ド教育部長、沖縄民政府文教
部長山城篤男と共に首里城趾等を視察し、首里城趾に4年制大学を設立
することになった。
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琉球大学の開学
1950年（昭和25年）

5月22日、英語学部、 教育学部、社会科学部、理学部、農学部及び応
用学芸学部の6学部 、 1 · 2 年次あわせて562人の学生、 44人の職員で
開学し、同日、第1回入学式を挙行。

11月4日、 志喜屋孝信が知事退任に伴い琉球大学の初代学長に就任。

1951年（昭和26年）
2月12日、開学記念 式典（ 琉球大学贈渡ならびに学長任命式）を挙

行。また同日講堂で第1回大学祭を開催。
4月1日、工業試験場が民政府から琉球大学に移管され、琉球大学那覇

工業指辺所（那覇エクステンションセンタ ー）と改称し、工業技術員歪
成課程 ( 2 年）を設置。

9月25日、米国教育評議会並びに陸軍省の教育計画により、本学にミ
シガン州立大学教授団「ミシガン ・ ミッション」が派遺され、新任式を
執り行う。以降、1 968年6月まで本学の教育行政及び研究活動等への
助言・協力を行う。

1952年（昭和27年）
5月5日琉球大学大島分校教育学部短期(2年） 課程を設置。（大島

エクステンションセンタ ー）

1953年（昭和28年）
3月20日 、 琉球大学第1回卒業式並びに修了式を挙行（卒業生26人、

修了生74人）。
4月2 4日、文部省の援助により本土諸大学からの講師招聘を開始。

1955年（昭和30年）
10月1日、琉球大学那覇エクステンションセンタ ーを吸収して、農家

政学部により普及事業が開始。以降、国立移行前の1 972年3月までの
17年間、農業の改良と膜村生活の改善を目的に運営された。
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琉球政府立大学へ
1966年（昭和41年）

7月1 日 、 琉球大学設置法及び琉球大学管理法により 、 本学は琉球政
府立大学となり 、 管理機関として琉球大学委員会を設置。

勤労学生を対象とした短期大学部（夜間• 3年課程）を併設

1970年（昭和45年）
9月 、 保健学部校舎が与倦キャンパスにて完成。

国立大学へ
1972年（昭和47年）

5月15日 、 沖縄の本土復帰により 、 琉球大学及び同短期大学部は、
国に移管され国立大学となった。

国立移行とともに琉球大学委員会が廃止され 、 職員の任命権が文部
大臣に所厖することになった。

キャンパスの移転

1977年（昭和52年）
5月11 日 、 農学部附厖農場の千原団地への移転により移転開始。

1979年（昭和54年）
·2月14日 、 ミシガン州立大学と学生交流協定を締結（初の大学間交流協定）。

1980年（昭和55年）
5月22 日 、 開学30 周年記念式典を挙行。この時に学章（ 芭蕉の葉と
羽根ペンを組み合わせたもの）を正式に制定。

1981年（昭和56年）
4月1 日、 教育学部附属11学校を設置(1982年4月1日小学生受入れ）。

1984年（昭和59年）
4月11日、 教育学部附展中学校を設摺(1 985年4月1 日中学生受入れ）。
8月2 日、 医学部附届病院の上原団地への移転をもって移転事業を完了。

1998年（平成10年）
11月、 公式の琉球大学ホ ー ムペ ージを開設。

2000年（平成 12年）
7月7日 、 第1回太平洋·学長サミット会議を開催。 ‘¢ 
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国立大学法人へ

2004年（平成16年）
4 月1 巳、 国立大学から国立大学法人となった。

2005年（平成17年）
4月1日全国立大学に先駆け 、 法文学部に観光科学科を設濫。(2008年に観光産業科学部へ）

2007年（平成19年）
5 月 22日、第57回開学記念日にて、琉球大学憲章を同日制定。

2009年（平成21年）
3 月 23巳、琉球大学ロゴマ ークを制定。

これまでの10年

2011年（平成23年）
2 月 22日、男 女 共同参画宣言を発表。

2012年（平成24年）
4月 2 1世紀型市民を養成するために新カリキュラム：U R G CC (Unive「sity of the 
Ryukyus Global Citizen Curriculum)を導入。

2013年（平成25年）
4 月 1日、岩政輝男 第1 5代学長から、大城路第16代学長へ。

2015年（平成27年）
1 月 1日大学運営推進組織として研究推進機構を設置。
3 月 25日、 ダイバーシティ推進宣言を発表。
4 月 1日 、 上原地区キャンパス移転推進室、ダイパー シティ推進本部 、 ジェンダー

協働推進室を設置。
7 月 1巳 、 既存の学内 共同 教育研究施設を統合し、グロ ーパル 教育支援機構を設置。

2016年（平成28年）
4 月 1 El、既存の学内 教育研究施設を統合し、COC事業及びCOC＋事業を担う
中核的な組織として地域連携推進機構を設立。
7 月1 日 、 広報戦略本部を設置。

2017年（平成29年）
4 月 1日 、 国際戦略本部を設置。

2018年（平成30年）
11 月 28巳、ユニパーシティ ・ アイデンテイティ(U I)を視覚的に表現した
エンブレム、タ イプフェ ー ス 、 琉大マ ーク、 コミュニケーションマ ーク 、

タグライン及びスクー ル カラーを制定（琉球大学ロゴマ ークを廃止）。

2019年（平成31年）
4 月1 日 、 大城肇第16代学長から西田睦第1 7代学長へ。
6 月、SDG sの取り組みについて学長メッセ ージを発信。
10月31日に首里城が焼失したことを受け｀ 12月に首里城再興緊急学術シンポジウムの
開催及び首里城再興学術ネッ トワ ーク（準備室）を設立。

※2011から環在

琉球大学｝
UNIVERSITY OFTHERYUlCYUSK 

▲琉大マーク 2018年11月28日1M定

--------- ------ -- - -------------
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国立大学法人 現在 I 

人文社会科学研究科

霞光科学研究科
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■ 開学70周年記念事業
Island wisdom, for the world, for the future. 

琉球大学は2020年（令和2年）に開学70周年を迎えます。この記念すべき節目にあたり、本学

の発展を期する事業として、また地域社会の発展に貢献しうる事業として「琉球大学開学70周年

記念事業」を実施いたします。この事業を通して、本学は地域社会や国際社会で活躍できる人材

の育成に取り組むとともに、豊かな社会を皆さまと共創して参ります。

何卒、趣旨にこ賛同くださり、格別のこ支援並びにこ協力を賜りますようお願い申し上げます。

一

学生の創造的なア
を 大学発ベンチャ
を行います。沖縄県
の未来を担う起業
家を育て、新しい産
業を産み出すととも
に新規雇用の創出
に貢献します。

島嶼地域の共通課題について研究者 ・ 高校生・ 大
学生等が共に議論し、"Island wisdom" による

解決に向け て取り . � .. .. ...., 
組むた めに国際シ
ンポジウムを開催し
ます。

公益財団法人琉球
琉球大学への支援

交流奨励事業） を拡
充し、学生の教育研
究環境を充実させる
ことで地域社会や国
際社会で活躍できる
人材を育てます。

歴
一

振興 を図る た め 、
「 地 域連携企画

展」を開催し、本学
教 員 の研究シ ーズ
を紹介します。

琉球大学の社会における役割を再確認するととも
に、これからの琉球大学のあるべき姿についてよ
り多くの方々と語り合う機会として記念式典を執
り行います。また 、主として開学60周年以降の大
学の発展の歩みを記念誌としてまとめます。

※開学70周年記念事業の詳細につき ましては、
本学公式ホームページ
http://www.u-rvukvu.ac.jp/70th_anniversarv/ 
に随時掲載し、お知らせ いたします。
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今回登壇された先生方

学工学部教授 副学長'If(歪画E研究担当）

令和元年10月31日未明に起こった首里城火災を受け、 年の瀬も 参加し、 彫刻復元制作や下絵制作をされた西村先生は、 中国の紫禁
近づいた12月22日（日）沖縄県 立博物館・美術館の博物館講座室に 城の比較から首里城の独自性について解説。 龍や宝珠と言った中国
て琉大未来共 創フォ ー ラム「首里城再興緊急学術シンポジウムー 学 的なもの、 阿咋や唐破風など日本的なものを取り入れつつ、 末広が
術にできることは何か」を開催しました。 急な呼びかけだったにも りの階段や龍が棟を噛んでいる様に見立てる龍頭棟飾りなど、 琉球
関わらず、 早い段階で定貝の100名に達したとから、 首里城火災に 独自で築き上げた美意識についてお話いただきました。 また今回の
対する関心の高さが非常に感じられるものとなりました。 当日は報 火災で焼け残った大龍柱についても言及。本士復帰20周年記念で首

道関係者も多く集まっていました。 里城正殿を復元する際の重要な資料ととなった「百浦添御殿普請付
琉球大学は、 戦災に遭った首里城の跡地に、 米国統治下時代の 御絵回材木寸法記」という1768年の工事報告書も絡めてお話いた

1950年に創設されました。 その後、 琉球大学が現在の西原町に移 だきました。
転したことにより、 19 92年に首里城正殿が復元されています。 今
回のシンポジウムは、 学術的な蓄積と最先端の科学技術、 そして国 2人目の基調講演は前沖縄考古学会 会 長の富間嗣ー 先生。 テー マ

内外に広がる研究者のネットワ ー クを駆使し、 その首里城の再興の は 「琉球王国のグスク、 世界遠産登録から 20 周年」。 沖縄県 教育
契機とすることを目的としました。 庁文化課勤務時より県 内の文化財に深く関わり、 首里城を含めたグ

シンポジウムは3部構成。 西田学長の挨
拶から始まり、 第一 部は前回の首里城復元
と世界追産登録に関わった2 名の登壇者に
よる基調講演 「首里城とは」。 第二部は、
首里城匡興に向けて文化・観光・歴史・建
築をそれぞれ専門とする4名のパネリスト
による講演 「首里城と沖縄」。 そして第三
部は登壇者全員による、 総合討論「首里城
匡興に向けて」をおこないました。

第一部基調講演惰『里城とは』

過去の復元、 そして世界遺産登録について

スク研究を専門とされている富間先生は、 前回首里城正殿を復元し
た際に初期段階の発掘調査と世界遺産登録の際には統括責任者とい
う形で関わった経験から、 遺跡の復元をする際には、 その基礎とな
る慎重で綿密な調査研究が重要だということをお話しいただきまし
た。 さらに世界遺産登録について。 世界遇産であり続けるために世

界遺産登録の審査、 モニタリング活動を行うICOMOSの評価基準
を踏まえた上で首里城を再建するべきというメッセ ージを頂きまし
た。

-

l

.
1 ,

 

第二部パネリスト講演惰『里城と沖縄'

4つの視点から首里城再興を考える

第二部講演、 1人目のパネリストは、 東京大学名誉教授 藤井恵介
第一 部の基調講演で、 最初に登壇されたのは琉球大学名誉教授の 先生。 今回のシンポジウムで唯一 県 外からの参加となりました。 文

西村貞雄先生。 テー マは「首里城正殿 その特色と独自性」につい 化庁文化審議会で文化財行政に関わってきた藤井先生は、ICOMOS
て。19 88年から92年にかけて首里城正殿設計委員会に委員として を含めた全世界の文化財に対する考え方を紹介。 最後に今後の復元
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に際し 「今回消失 した建築物とほぼ同 様のものを建て、 防 火 設備 を
徹底 する」、 これ が首里城再建につ いての文化 庁の基本 的な考 え方
であ る、 と指摘 されま した。

2人目のパネ リストは、 沖縄県立 博物館・ 美 術館館長の田名真之
先生。 琉 球の歴史の中で の首里城の位置づけにつ いてご 講演いただ
きま した。 戦前 の首里城は沖縄神社 の拝殿になつ ていたため内部構
造 が変わり、 朱塗 りから黒塗 りになっていたこと、 平成の復元で
は、 琉 球王国 として繁栄 し ていた頃 の首里城を復元したこと、 ま た
この復元により首里城が琉 球を象徴 する 「形」として我々 のアイデ

ンテイ テ ィ になっていたことなど のお話をされま した。 ま た、 御差
床 の上にあ った 「中山 世 士」の扁額 を復元するために、 沖縄の書家
の方に勉強 してもらい、 康熙帝 になったつ もり書いてもらったとい
うエピソ ー ド には驚 きと感心の声 が上 がっていま した。

3人目のパネ リスト は、 一般 財団法人沖縄観光コンベンシヨ ンビュ
ー ロー 会 長 下 地芳郎 先生。 冒 頭には、 こ のシンポジウムを学生 達に
聞 かせ たかったとのコ メント もあ りま した。 多角 的な視点 から沖縄の
未来を考 え、 産学連携分野 の最前線で 活躍され る下 地先生 からは、 沖
縄観光の歴史の中で の首里城の位置づけにつ いて、 ま た首里城火災を
受けて沖縄観光コンベンションピュー ローが取 り組んで いることにつ
いてお話いただきま した。 首里城の入場 者数 の推 移 や、 首里城火災を
受けた世界の人々 によるインター ネット上で の反応 等 など のデータ を

元にした分析 から、 沖縄からの積極 的な情 報発信 の重要性 など につ い
てなど、 他 の先生 方とは異 なる「観光」という視点 からのお話はと て
も聞 きやすく 、 会場 から質問 も飛ひ交 いま した。

4人目のパネ リストは、 琉 球大学工 学部 堤純一郎 教授。 テーマ は
「文化 財とし ての建築を、 火災から守 るための建築設備 」につ い
て。 文化 財としての建築を火災から守 るというこ とで、 エンジニア
リ ングあ るいはテクノ ロジー の面 からお話いただきま した。 今後の
課題 として監視 や消 火 設備 の強化、 ICT の辺 入やスプリンクラ ー など
の設置 につ いて、 ま た、 使う木 材の不燃化、 難燃化 という技術の導
入につ い て、 さらには基本 的で と ても大事な定期訓練 につ い てな
ど、 次 に再建され る首里城を後世 に残すための前 向きな提案 に参加
者は熱心に耳 を傾 けていま した。

第三部総合討論 惰『里城復興にむけて』

総合討 論で は、 フ ァ シ リ テーター を務める琉 球大学の木暮一啓理
事 ・ 副 学長 （企画 ・ 研究担当） が講演を聞 きながら書き出 したキー

ワ ー ド を映 し出 し、 今回講演され た 6 名の先生 方へ の質問 形式でス
タ ー ト しま した。 「南殿・ 北殿を木 造で 復元することは可能 なの
か？ 」 「 木 造で 再建する場合、 木 材はどこ から持つ てく るのか？ 」
「難燃処理 など 現 代的な技術を施 すこ とは、 世界遺産として問題 は
ないのか？ 」など 様々 な質問 が投げ かけられ、 それ ぞれ 専門とする
先生 方が回答 しま した。 その中で、 特に盛 り上 がりを貝せ たのが、
富間先生 によ る大龍柱の向きにつ いての考察。 博物館に保管 され て
いる大龍柱の考 古資料 （約300年前 に製作） の解析 により、 大龍柱
は現在の向き合 う形で はなく 、 正面 を向いていたとする方が理 にか
なうという説明で 会場 を驚 かせ、 資料を保存 することの重要性 を再

認牌 するこ ととなりま した。 ま た、 過去 に戦災や震災などで 評 定所
文書など 大切 な資料を失 ったこ とから、 複製 して複数 の場所 に分散
させ ることが必 要であ ると、 藤井先生 をはじめ多く の先生 方が強 く

訴 えていま した。
「今回の火災は不幸 な出来事で したが、 今まで 出来なかった様な

歴史的な発掘もあ るで しょ うし、 新しい
技術を辺 入するというこ ともあ ると思 い

ま す。 その意味で は不幸 をチャンス に変
え て、 よ り一層 の飛 躍 を 目指 し て欲 し
い。 最新の技術で、 新しい技術を導 入し
ながら伝統 を守 る、 継承 を考 えてほ しい
と考 え ておりま す」と堤純一郎 教授がま
とめ、 シンポジウムは閉幕 しま した。

首里城再興のため、 学術面 から最大限 の貢献 をするというこ とが
大学のやるべきこと。 そのため、 学内外のネットワ ー クを構 築して
く ための第一歩 として本 シンポジウムを開催しま した。 こ こ から、
国 や沖縄県、 那覇市、 そして多く のみ なさま と 共に、 琉 球王国 の歴
史を多面 的に捉 えつつ、 若 い世 代につ なげ ていく 教育 も含めた長期
的な活動を始めま す。
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小島先生の担 当 す る 「地域プロ ジ ェ ク ト 実践」 で は 、
春や夏の集 中講義で離島な ど に 滞在 し て フ ィ ー ル ド ワ ー

ク を 行 い ま す。 昨年の夏は久米島 に 行 き 、 酒洋深層水や
観 光 、 農 業 、 人 口 増 加 （移住 ・ 定住） な ど地域が取 り 組
んで い る 課題 に つ い て 調査 し ま し た 。 離島での現地調査
は 時 間 が限 ら れて い る た め 、 事前 に I CTを利用 し て リ モ
ー ト で 島の人から授業を し て も ら い 、 学生がそれぞれ課
題 を 見つ け ま す 。 その上で島へ渡 り 、 現地で ヒ ャ リ ン グ
や調査を行 い 、 最後 に は島の人 に発表 し て還元 し ま す 。

文部科学省に よ る 「地 （知） の拠点大学 に よ る 地方
創生推進事業 (COC+) 」 に お い て 、 琉球大学で は新
た な 地 域 社 会 を 創 造 す る 「 未 来 叶 い （ ミ ラ イ カ ナ
イ ） 」 プロ ジ ェ ク ト を 展 開 し 、 全学を あ げて地域志向
教育 に 力 を 入れ て い ま す 。 今回紹介す る の は 、 こ の プ
ロ ジ ェ ク ト で活躍されて い る 実務家教員の小島肇先生
です。 実務家教員 と は 、 多 く の大学教員が大学を卒業
し て そのまま大学 に 残 り 研究を続けながら学生への指
導 に あた る 中 、 一度社会 に 出て 身 に つ け た専 門 的 な知
識や経験を授業を通 し て学生に還元する教員の こ と 。
小 島 先生 は 1 5 年の行政経験 を 活 か し 、 地 方 自 治体や
地域の 人 と 学生を つ な ぐ イ ン タ ー プ リ タ ー の役割 を 担
っ て います。

小島先生 は前職で 、 国 土交通省の業務を 中 心 と し た
沖縄振興を担当。 さ ら に 内 閣府沖縄総合事務局 、 沖縄
美 ら 島財団な どで培っ た専門 的 な知 識や人脈、 経験を
活 か し た授業は学生の人気が高 く 、 2 0 1 9 年 に は 「地
域創 生のための商 品 開発入門」 で プロ フ ェ ッ サ ー ・ オ
ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー を 受賞されま し た 。

座学であ っ て も 、
させない

学生を 受 け身に

小島先生の授業の特色 は 、 社会の第 一 線で働 く 方 々 の
生の声が 聞 け る と こ ろ 。 先 日 行われた沖縄の地域医療の
授業で は 、 ま さ に今の沖縄 に お け る 医療現場で第 一 線 に
立 つ て い る 先生方を 招 き 、 オ ム ニバス形式で講義を行な
い ま し た 。 ま た 、 座学の授業 で は ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ
を 積極的 に 取 り 入れ 、 必ずグル ー プ に よ る 討論やそれぞ
れの考えを共有す る 時 間 を 設 けて い る と こ ろ も 、 小島先
生の授業の特色です。

現場を見る 、 話を 聞 く 。
そのため にICTも活用 する

ま た 、 昨年 は う る ま 市の協力 を得て 「 う る マル シ ェ 」
と い う 、 農業の 6 次産業拠点化施設を 調査 し ま し た 。 市
役所の方 か ら 政策 的 な 目 的 を 聞 き 、 実 際 に そ の よ う な利
用 が さ れ て い る の か 、 目 的 に 対 し て 足 り な い も の は何
か、 学生が現場を 見て確認調査を行 い ま し た 。 今は調査
方法も 多様化 し て いて 、 ア ンケ ー ト を取るのもiPa d を使
い対面式でGoog le フ ォ ー ム に 直接 に 入 力 す る こ と で 、
その場で集計も可能 に 。 こ う し て 足 と ICTを使っ て集め
たデー タ を 分析を し て発表を行 いま し た 。

共通教育だか ら 多 く の学生 に届 く

小島先生の授業 は 、 全て 共通教育科 目 で どの学部の学
生も受講する こ とができます。 そのため取 り上げるテ ー

09 - News Letter Vol.26 



マ も 沖 縄 に 関 連 し て 「観光」 「産業振興」 「航空」 「首
里城」 「デジタルマ ー ケティ ング」 と 多岐に渡ります。 文
系学部の学生が、 医学部の学生 と 肩 を 並べて健康 医療 に
つ いて 学べる機会は と て も 貴重です。 今 回 プ ロ フ ェ ッ サ
ー ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー を 受 賞 し た 「地域創 生のための商
品 開発入門」 は 、 地域の魅力 あ る 資源を商品 と し て 売 り
出 す こ と に つ い て 学 び ま す が 、 「 地域への理解 に 役立
つ」 と 先輩から後輩に伝わ り 、 医学部生も多 く 受講 し て
います。

沖縄の資源を ど う 活用 する か
価値を う ま く 伝える

本部町のアセ ロ ラ 、 久米島の天然も ず く や赤鶏、 紅型
やハブの革を 使っ た工芸品な ど 、 作 り 手 は 、 良 い も の を
作る と い う 商 品 に 対 す る 強 い 想 い はあ る けれ ど 、 それを
ど う 沖縄振興 に つ な げて 行 く かは分かっ て い な い こ と が
あ り ま す。 小島先生はそんな彼 ら の 想 い を 受 け取 り 、 地
域での役割 を 学 生 に伝える と 共 に 事業者 に も 再認識 し て
も ら う 。 それ はま さ に 行政職員 時代か ら や っ て き た こ と
で し た 。 ま た 、 こ こ に も I CTを活用 。 デ ジ タ ル マ ー ケテ
ィ ン グ に よ る 手法を学生 に学んで も ら い 、 実 際 に 学生が
制 作 し た SN Sを 使 っ た ネ ッ ト広告で首里石鹸の売上が前
年度の 1 50％増を達成 し ま し た 。

小島先生からの蒻 ヨ

「沖縄 に は魅力 も 課題も溢れて い ま す。 し か し 『沖縄が
好 き 』 と 言 い な が ら 、 沖 縄の事を よ く 知 ら な い学生は多

は地方 自 治体7う1世 、 G o 改凱臨炉lC A ア ド バ コ
合 、 JTA、 美 ら 島財団 な ど様 々 な企業 と 望＇ 

な講座
地域
め



UR Topics 
[ 10/2 1] 

「大学の地域貢献度に関す る 全国調査2019」 で
8 位 ！

[ 10/31 ]  
首里城の 火災 に つ き ま し て

8社 「大字の地蟻貫猷塁鯛口」 ·位

""●良 ”99●慶 ""●霰 ”99... ＂”記慶 2919年鴫＇

鵬／ 

沖縄の象徴的存在のひとつであっ た首里城の こ の度の

火災は 、 沖縄県民はも と よ り 、 戦火によって壊滅 した首

里城跡地 に開学 した琉球大学 （現在のキャ ンパスヘ移

転後 、 首里城が復元） にとっても 、 た いへん残念であ り

心を痛めてお り ます。

1 日も早 く 再建される こ とを希望する と と も に 、 本

学 と し ても可能な限りそれに協力 させて いただきたい

と考えております。 （学長 ： 西田 睦）

[1 1/15] 

JSTの新規
「SDGsの達成 に 向 けた共創的研究開発 プ ロ グ ラ ム 」

に採択 さ れ ま し た

”
a-
〗麗

[1 1/24] 

人文社会学部 2 年次の宮里竜志 さ んが
論文賞 「青雲塾 ・ 中 曽根康弘賞優秀賞」 を 受質

,, 

襲

璽
首里城火災

復1日支援金を

沖縄県へ寄附

[1 1/15]  

琉球大学
プ ロ フ ェ ッ サ ー ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー

表彰式 を 開催

［受賞者】

服部洋一 （教育学部教授） 、 西本裕輝 （グロ ーパ） 淳欠育支援

機構教授） 、 久保慶明 （人文社会学部准教授） 、 日熊隆則 （教

育学部准教授） 、 張本文昭 （非常勤講師） 、 古川卓 （グローパ

ル教育支援機構教授） 、 小島肇（地域連携推進機構特命准教

授） 、 池村博隆（非常勤講師） 、 長山格（工学部准教授） 、 張維

嚢 （非常勤講師） 、 土岐知弘 （理学部准教授） 、 鈴鹿敏雅（理学

部准教授） 、葦原恭子 （グロ ーバル教育支援機構教授）

以上 13 名

麗

鉄板焼ステーキレストラン heki 事業部

しゃぶいぶ

・ 東 町 本 店 ・ 国 際通 り 松尾店

・ 東 京銀座三越店 ・ 大 阪 う め き た 店 ・ 東 町本店 • お も ろ ま ち 店

株式会社 髪『 heki
本社 ： 沖縄県那覇市東町 19·25
TEL : 098·863·1533 
https://www.heki.eo.jp/company/ 
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「大学の世界展開 力 強化事業」
ミ ク ロ ネ シ ア 連邦短期研修及 びハ ワ イ

海外文化研修 を 実施 し ま し た

[ 12/7] 
日 本最大級の開境総合展示会 「エ コ プロ 2019」 に

琉球大学 と エ コ ロ ジ カ ル ・ キ ャ ンパ ス

学生委員会が出展 し ま し た

譴
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[ 12/14] 

全 国 ス ペ イ ン 語 弁 論 大 会 で
本学 の 学 生 が 優 勝 し ま し た

写真中央： 優勝盾と賞状を前にするクムザック ・アスティン ・ 拓哉さん
（国際地域創造学部国際言語文化プログラムヨーロッパ言語系スペイン言話文化所属）

襲
[ 12/23] 

令和元年度学生 と 学長 と の
懇談会 を 開催

襲

S i n c e 1 9 6 4  

中 央 医療器

℃-＊ 琉球 ゴール デン キングス オ フ ィ シ ャルパー ト ナ ー ＊

C H U O  

パ パ は ゼロゼロ セブン

，^ 改oss-888-0070

I R Y O K I  

〒901-1 1 1 4 南風原町字神里409番地の5

https://www.chuoiryoki.co.jp 響
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琉球大学のグロ ーバル人材育成プロ ジ ェ ク ト 、 学生サポー タ ー 組織「グロ ー バル ・ コ モ ンズ コ ン シ ェ ルジュ ( G C C ) 」 の

活動 に つ いて 、 担当教員の富間千夏先生 （グロ ー バル教育支援機構開発室 ）、 コ ン シ ェルジュの照喜名朝尊さん （ち ょ ー そ

ん ： 国際言語文化学科 英語文化専修 3 年）に お話を伺 います。

（左から堂間先生、 ちょ ー そんさん）

富 間 ： まず 、 私 の仕事の一つ に 「 大学の国際交流や留 学、 語 学活
動を活性化させ るための場所 とし て、 図書館グロ ーバル ・

留 学先でやっ てみ たい ことはあ り ます か？

コ モ ンズ津梁スペー ス の整備運営 」があ り まし た。 です が ちょーそIv : 自分は ただ単 に英語 が本当 に好きなんですよ。 もっ と喬 い
場所 を作っ ても、 人がいない と動かな い 。 そこで 、 県内外 レベル の英語 を目指 し てその先 に 、 フ ィ ットネスマネジ メ
の学生の主体的学習空間とし てコ モ ンズ を実施 し てい る他 ントな ど も学び たい。 オ レ ゴ ン に親戚 がい るおかげで 、 以
大学を視察 し 、 学生 を主体 とし た英語 学留 ・ 留 学サポート 前 から向こ う の大学を肌で 感 じ る機会 があ り 、 ブラ ン ド性
を開 始す るこ とに し まし た。 試験的に2 018年12 月 からG や 学生が持つ 大学へ の誇 り が違 う と思っ てい まし た。 就職
C C はスタ ー トし 、 サポー ト学生自身 の経験を活 かし 楽 し す るためだけ に 行く 大学ではない 、 スク ールソ ー シャルラ
みな がら、 自発的に語 学や留 学、 国 際交流 に つ い て発信 し
つつ成長す るこ とので き る組織 とし て、 現在は 9 名の学生
がコ ン シェルジュ とし て活動し てい ます。

ちょーそん ： 琉 大で は 、 協 定 校へ の交 換 留 学のほ か、 加 盟 し てい る
ISEP Onte「national Student Exchange P「og「ams)
やUMAP （アジア太平洋 大学交流機構 ） を利用 し た留 学も
でき 、 各 コ ン シェルジュ がお助 け相談 もし てい ます。 特 に
今、 ISEP が熱い ！

富 間 ： 以前 までは 、 交換留 学協 定 校は海外9 0大学ほどで し たが、

2 018年に 琉大もI S E P に 加 盟 し 、 一 気 に 全世界54カ 国
300大学以上 に 留 学先 が広がり まし た ！ ア メ リ カ の大学
が多い 制度です が、 中南米、 欧州 に加え て、 なんとア フ リ
力 に まで留 学できちゃ うんです ！

ちょーそん ： 実 は 、 自分 もIS E Pで ア メ リ カ 留 学に 申 請中 で す。 高 校生
の頃は難 し かっ たア メ リ カ留 学に挑戦 し たく て、 県内の大

イ フ も体験し たいです。

琉大基金 も米国 の大学基金 (endowment) をモデル とし
て3年前 からスタ ー トし ており 、 国 に よ る大学文化の違 い
をよ く 聞き ます。

ちょーそん ： オ レ ゴ ン はスポー ツ ブ ラ ン ド のナイキ本 社もあ っ て、 地域
企 業とし て 大 学に施 設整備な ど で す ご く 寄 附 をし てい ま
す。 大規模スタ ジアムで の他 大学リ ー グ戦 のア ス レ チック
カ ルチ ャ ー

、 出 身 大 学のカ レッジ リ ン グ と か、 もう 本 当
に 、 学 生も地域 も大 学があ ること が誇 り なんだと思 い ま
す。 自分は 、 ずっ と前 から琉大 生に もっ と自分 の大学を誇
り に持つ てもらい たい 、 琉大のブラ ン ド カ アップで何 かし
たい と友 人とよ く 話し てい ます。 こ れ も、 1 0年2 0年もっ
とかかるかもしれ ませんが、 や り たい こ との一つです。

頼 もし いですね。 G C C のその他 の活動をお聞 かせく ださい。

学で留 学支援 制度 が充 実 し てい た琉大に頑張 っ て 入 学し ま 富 間 ： 相談 のカ ウ ンセ リ ング だけでは受け身にな り がちな ので 、

し た。 QU EST 基金 の留 学準備英語能力 試験の助成がす ご 何 を聞 けばいい か分 からな い とい う 人で も、 まずは 参加で
いんです。 TO EFLなどでハイ スコ ア を取 るほど留 学先 の き る運営 メ ンバー の得意な こ とを 生かし たワ ー ク シ ョ ップ
選択肢は増え ます が、 学生に とっ ては受験料約2万6千円 も を企画 し てい ます 。 G C C が常に 大切 に し てい るのは 、

けっ こう きつ いです。 自分 も2 回 目まで 受 け られ るこの助 「学生が学生のために 、 主体的に 」です。
成制度 のおかげで点数アップして留 学準備 がで き まし た。
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ちょーそん ： ち なみに 、 千夏 先生 も同じ学部 出身 の先砧で す。 まだ特定
の知 り 合い が多 い G C C の活動で すが、 大学のブランドカ
を上 げるに しても、 い ろ い ろ な人が関わるムー ブ メント

で 、 みんなでや らない とや っぱ り 意味 がない と思 ってい ま
す。 みんなで 琉大を変 えてい く って感じで、 バン ！ ってい
き たい 。

富 間 ： ワ ー クシ ョ ッ プ では、 ち ょ ー そんのス ピ ー キングカ を上げ
る 「罷強イングリ ッ シュキャンプ 」や 、 国 際恋愛 経験のあ
る学生企画 など盛 り だく さんで す。 これからもG C C で は
ない 学生 もい っしょ に 、 英 語 をしゃべろ う ！ 英 語以 外の語
学もやろ う ！ と活 発 に 企画 がで き る、 多様性 ・ 協働 性を学

べ る「場作り 」をしていき たい と思 ってい ます。

大学基金へ寄附 をい ただい た卒 業生 、 先砧方 の想 い を繋げ
る素晴 らしい活動で すね 。 支援 をと おして、 寄附 とは違 う
形でも、 主体的に 誰 かのために社 会へ 貢献してい く こと
を、 学生自身 が考えるき っかけ に なれば と思い ます。

富 間 ： そ れで将来、 ち ょ ー そん先生 はお金持ち に なって、 琉大に
自分 の名 前の付い た建物も寄附 するんだよね ！

琉大が元気 に なれば、 沖縄地域 も社 会 もよ り元気に なり ま
す。 ち ょ ー そん先生 に は、 ア メ リ カ 大学のカルチャ ー を経

験してき てもらい 、 ぜひ 琉大基金 のア ドバイザー もお願 い
したいで すね 。

ちょーそん ： 自分 は先生じゃ ない です（笑 ）。 で も、 自分 の人生カ ッ コ イ
イ ことはしたいんで 、 や り たい ことならなんで も挑戦 して
いき ます ！

（ 後日、 !SEPで のア メリカ留 学が決 定 したと連絡をい ただき ました。
ち ょ ー そんさん、 おめで とう ござい ます。 ）

インタ ピ ュ アー ： 志茂 和音 （ 基金室 基金係）

琉 球 大 学 基 金
一般基金及び使途に応 じ た 5 つの特定基金から

寄附先をお選びいただけます 。

一般基金

修学支援塁金

QUEST基金

結転生（ゆいまーる）塁金
うない女性研究者 ・
リ ーダー育成基金

沖縄健康医療推進墓金

寄附支援の方法

教育研究等大学運営全般への支援

経済的に修学が困難な学生への
支援 · 給付型奨学金
学生の教斉研究活動事業 （国際交流等） の支援

シングルマザー雇用による
経済的自立支援／子どもの就学援助
地域における男女共同参画推進及び次代を担う
女性人材の育成支援など
琉大病院、 上原地区キャンパスの移転に伴う、
より快週で安全なキャ ンパスの整備事業など

税制上の優遇措置
オ ン ライ ン に よ る こ寄附 「寄附金控除」の対象 と な り 、 個
琉 球 大 学基金WE B サ イ ト か 人からは 「所得控除」 、 法人から
ら、 ク レ ジッ ト カ ー ド決済がこ は 「全額損金算入」 が適用になれ
利用いただけます 。 ます 。なお、 修学支援基金への個
定期的 （毎月 、 年 2 回、 毎年） に定 人からのこ寄附のみ、 従来の「所
額を ご支援いただける継続寄附 得控除」 に加えて 「税額控除」 も
も承つてお り ます 。 適用 になれます 。確定申告の際

に、 控除額の有利な方をお選び

振込によ る こ寄附 下さい 。

所定の払込取扱票 （振込用紙） が ※その他、 詳細については、 琉大
ご利用 いた だ け ま す 。お持ちで 基金WE B サイ ト を ご覧いただ
ない場合は、 基金室までこ連絡 く か、 基金室までお問い合わせ
く ださい 。 く ださい 。

琉球大学基金室
でf098-895-9013
区I kikin@acs.u-ryukyu.ac.jp 

グロ ーパル ・ コ モ ンズ津梁 （芝生の所）
ii,-:.i globalcommons.concierge@gmail.com 
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琉球大学基金へ多 大なご 支援 を賜 り 、 誠 に あ り がとう ござい ます。本号で は、 令和元年 9月 から令和 2 年2 月 まで に ご寄 附 い た
だい た際に 掲敏 の同 意 をい ただい た皆様 のご芳名 （五十音順 ・ 敬称略 ）を掲敵させ てい ただき ます。

荒川 雅志 翁長 佑衣 篠原 里美 高山 和則 新田 早苗 前原 武子
有銘 エ 桐 島 孝 下地 敏洋 田里 友治 沼崎 聖司 宮尾 徹
伊佐 淳 金城 光彦 城間 弘充 土井 歩 萩野 敦子 宮平 進
石川 洋次郎 國吉 徹也 菅井 尚子 中村 真也 鉢嶺 元安 本村 真
大濱 昭美 國吉 幸男 鈴木 朝希 中村 拓郎 林田 俊樹 吉本 靖
大屋 祐輔 小池 真 由 美 平良 美奈 中 村 勝 比嘉 広樹
落合 秀夫 小林 勉 高田 朝子 楠城 治和 前 島 修
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